
 

                         
 

  
 

                           

 

親
神
様
手
造
り
の 

絶
景
の
中
で 

 

鹿
児
島
県
で
は
「
指
宿
菜
の
花
マ
ラ
ソ

ン
」
が
一
月
初
旬
に
、「
鹿
児
島
マ
ラ
ソ
ン
」

が
三
月
初
旬
に
開
催
さ
れ
、
共
に
県
内
外

か
ら
一
万
人
以
上
の
参
加
者
が
あ
り
、
春

の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

テ
レ
ビ
で
参
加
者
の
声
と
し
て
「
雄
大

な
景
色
を
見
な
が
ら
の
マ
ラ
ソ
ン
で
元
気

な
心
で
走
れ
ま
し
た
」「
沿
道
の
お
も
て
な

し
や
応
援
が
励
み
に
な
り
ま
し
た
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

ま
さ
に
、
指
宿
の
開
聞
岳
も
ふ
も
と
に

広
が
る
池
田
湖
や
菜
の
花
畑
、
桜
島
と
錦

江
湾
、
天
地
の
親
神
様
が
手
作
り
で
お
作

り
に
な
ら
れ
た
こ
の
絶
景
を
感
謝
と
喜
び

の
心
で
見
て
走
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

ど
ん
な
に
尊
い
幸
せ
な
こ
と
で
あ
り
ま
し

ょ
う
か
。 

と
き
ど
き
、
知
っ
た
信
徒
の
方
が
「
私

も
走
っ
て
き
ま
す
！
」
と
聞
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
二
十
歳
前
後
の
頃
な
ら
ば
私
も

走
れ
て
い
た
の
に
と
、
心
の
中
で
一
人
つ

ぶ
や
き
心
躍
る
一
日
と
な
り
ま
す
。（
教
会
長
） 
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加
治
木
教
会 

報 
徳 

祭  

矢
野
政
美
大
人
・
サ
ダ
子
大
刀
自 

例
年
祭   

仕
え
ら
れ
る 

 

寒
の
お
恵
み
が
長
く
続
き
、
体
調
を
壊

さ
れ
る
高
齢
者
が
つ
づ
く
二
月
二
十
二
日

(

日)

、
加
治
木
教
会
で
は
報
徳
祭
、
引
き
続

い
て
矢
野
政
美
大
人
・
サ
ダ
子
大
刀
自
の

例
年
祭
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

近
く
の
天
神
様(

菅
原
神
社)

の
た
く
さ

ん
の
梅
の
木
は
、
寒
の
お
恵
み
が
長
く
つ

づ
い
た
た
め
、
一
月
中
旬
か
ら
二
月
末
ま

で
ゆ
っ
く
り
と
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と
咲
き
続
け

長
く
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

報
徳
祭
前
日
の
御
用
は
、
少
な
め
の
御

用
奉
仕
者
で
し
た
が
「
健
康
に
十
分
気
を

付
け
て
無
理
の
な
い
よ
う
に
準
備
を
進
め

て
く
だ
さ
い
」
と
の
教
会
長
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
ま
し
た
。 

二
十
二
日
の
報
徳
祭
に
は
、
元
気
な
少

年
少
女
会
員
や
若
者
の
参
拝
が
あ
り
、
慣

れ
な
い
御
用
も
協
力
し
な
が
ら
進
め
ら
れ

ま
し
た
。 

ご
教
話
は
、
梅
木
博
光
先
生
（
多
良
木

教
会
長
）
で
「
家
族
を
練
習
帳
に
し
て
の

信
心
の
稽
古
」
と
い
う
内
容
の
お
話
で
し

た
。（

教
話
の
Ｃ
Ｄ
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

） 
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「
私
の
い
た
だ
く
安
武
松
太
郎
師
」
を
読
ん
で 

矢
野
ク
ラ
刀
自
の
諭
さ
れ
た 

「
覚
悟
」
と
は 

 

矢
野
政
美
大
人
が
、
加
治
木
布
教
に
取

り
組
ま
れ
て
三
年
目
に
「
食
う
つ
食
わ
ん

つ
じ
ゃ
な
か
っ
た
ば
い
、
食
わ
ん
つ
食
わ

ん
つ
じ
ゃ
っ
た
ば
い
」
と
い
う
よ
う
な
布

教
困
難
に
立
ち
至
り
、
加
治
木
で
の
布
教

を
断
念
し
よ
う
と
さ
れ
た
時
、
甘
木
親
教

会
に
進
退
を
伺
い
、
実
家
に
立
ち
寄
り
、

母
堂
矢
野
ク
ラ
刀
自
に
そ
の
こ
と
を
打
ち

分
け
ら
れ
ま
し
た
。 

す
る
と
矢
野
ク
ラ
刀
自
は
「
あ
ん
た
が

商
売
か
何
か
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
思
う

よ
う
に
行
か
な
い
か
ら
、
他
の
所
に
代
わ

る
と
い
う
こ
と
も
よ
か
ろ
う
が
、
お
道
の

御
用
と
い
う
も
の
は
そ
ん
な
も
の
で
は
な

か
ろ
う
と
思
う
。
あ
ん
た
は
甘
木
を
出
る

時
、
加
治
木
の
土
に
な
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
決
心
で
行
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
か
。
そ
の
決
心
は
ど
う
し
ま
し
た
。

加
治
木
で
打
っ
て
鳴
ら
ぬ
太
鼓
は
、
ど
こ

で
打
っ
て
も
鳴
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
鳴
ら

そ
う
と
思
え
ば
、
太
鼓
の
バ
チ
が
折
れ
る

ま
で
、
皮
が
破
け
る
ま
で
打
た
せ
て
い
た

だ
け
ば
、
必
ず
鳴
り
ま
す
。
あ
ん
た
が
一

生
か
か
っ
て
道
が
開
け
ん
で
も
良
い
で
は

な
い
ね
。
あ
ん
た
が
死
ん
だ
の
ち
、
後
を

継
い
で
く
だ
さ
る
人
が
継
ぎ
や
す
い
よ
う

に
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
で
良
い
で
は
な
い

ね
」
と
諭
さ
れ
て
い
ま
す
。 

＊ 

               

「
加
治
木
の
土
に
な
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
決
心
」
で
思
い
当
た
る
の
は
、
九
州

開
道
の
祖 

桂
松
平
先
生
が
明
治
十
八
年

に
九
州
布
教
に
赴
か
れ
る
時
に
四
神
様(
二

代
金
光
様)

か
ら
「
九
州
に
は
死
に
に
行
く

の
ぞ
。
小
倉
の
土
に
な
れ
。
泥
に
な
れ
。

一
日
早
う
行
け
ば
一
日
早
う
氏
子
が
助
か

る
」
と
い
う
み
教
え
で
す
。 

＊ 

ま
た
、
「
太
鼓
の
バ
チ
が
折
れ
る
ま
で
、

皮
が
破
け
る
ま
で
打
た
せ
て
い
た
だ
け

ば
」
と
い
う
の
は
「
決
死
の
覚
悟
」
で
太

鼓
を
打
ち
な
さ
い
と
、
見
誤
ろ
う
と
し
て

い
る
お
道
の
御
用
に
対
す
る
「
覚
悟
」
を

う
な
が
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

こ
の
「
覚
悟
」
の
内
容
は
、
恩
師
安
武

松
太
郎
師
が
、
布
教
間
も
な
い
頃
、
居
間

の
裏
側
に
茄
子
の
苗
を
二
十
本
ほ
ど
植
え

ら
れ
、
野
菜
の
欠
乏
か
ら
免
れ
よ
う
と
さ

れ
た
時
、
落
ち
着
か
ぬ
思
い
が
さ
れ
〈
死

を
覚
悟
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
は
、
自
分
の
力
だ
け
で
生
き

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
れ
は
ま
ち
が
い
で
あ
っ
た
〉
と

気
づ
か
れ
、
そ
の
茄
子
の
苗
を
ぜ
ん
ぶ
あ

る
信
者
の
方
に
や
っ
て
し
ま
わ
れ
〈
自
分

の
生
活
を
自
分
で
計
ら
う
こ
と
は
い
た
し

ま
せ
ん
〉
と
、
ご
無
礼
を
お
詫
び
申
し
上

げ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
み
教
え
の
中

に
現
わ
さ
れ
て
い
る
「
人
が
助
か
ら
ず
に

道
が
立
た
ね
ば
自
分
は
死
ぬ
ま
で
」
と
い

う
「
決
死
の
覚
悟
」
と
も
一
致
す
る
よ
う
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に
思
わ
れ
ま
す
。 

＊ 
矢
野
ク
ラ
刀
自
は
、
恩
師
安
武
松
太
郎

師
が
、
布
教
の
原
点
を
思
い
出
さ
れ
た
時

に
熱
く
語
ら
れ
て
い
た
「
九
州
に
は
死
に

に
行
く
の
ぞ
。
小
倉
の
土
に
な
れ
。
泥
に

な
れ
」
と
い
う
桂
松
平
先
生
の
不
退
転
の

決
意
と
「
人
が
助
か
ら
ね
ば
死
ぬ
ま
で
」

と
い
う
甘
木
布
教
当
初
の
茄
子
の
苗
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
み
教
え
に
込
め
ら
れ
た
ご
覚
悟

を
ど
れ
ほ
ど
真
剣
に
聴
い
て
あ
っ
た
か
、

そ
し
て
ご
自
分
の
心
に
刻
ん
で
同
じ
心
で
、

こ
の
お
道
の
信
心
を
頂
い
て
行
き
た
い
、

進
め
て
行
き
た
い
と
い
う
願
い
が
強
か
っ

た
と
い
う
こ
と
の
現
わ
れ
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。 

そ
の
思
い
や
祈
り
や
信
心
が
、
イ
ザ
自

分
の
息
子
が
布
教
困
難
で
、
道
を
見
誤
ろ

う
と
し
て
い
る
時
に
心
中
の
信
心
の
引
出

し
か
ら
出
し
て
〈
こ
の
『
覚
悟
』
が
今
の

あ
な
た
に
は
一
番
必
要
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
〉
と
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ

う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
、
た

く
さ
ん
の
み
教
え
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
矢
野
ク
ラ
刀
自
の
よ
う
に

イ
ザ
と
い
う
時
に
自
分
の
言
葉
で
、
諭
す

言
葉
と
し
て
出
て
く
る
よ
う
に
、
何
度
も

聞
い
た
こ
と
の
あ
る
み
教
え
を
い
つ
も
新

た
な
心
で
シ
ッ
カ
リ
と
頂
き
な
お
し
、
牛

が
一
度
食
べ
た
も
の
を
ふ
た
た
び
噛
み
な

お
す
よ
う
に
反
芻
し
、
思
い
出
し
て
は
感

動
・
感
激
・
喜
び
を
い
つ
も
新
た
に
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
さ
れ
ま

す
。 

（
教
会
長
） 

  

あ
し
あ
と  

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

２
月 

…
…
…
… 

１
（
日
）
●
報
徳
月
例
祭
10
時
半  

３
（
火
）
甘
木
親
教
会
参
拝
日 

４
（
水
）
甘
木
親
教
会
初
代
立
日
御
祈
念 

11
時 

５(

木)
～
６(

金)

教
区
委
員
会(

教
会
長
・

セ
ン
タ
ー)

 

７
（
土
）
記
念
祭
実
行
委
員
会
19
時
半 

８
（
日)

 

多
良
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

９
（
月
）
清
掃
御
用 

10
時 

10
（
火
）
●
月
例
祭
10
時
半 

11
（
水
）
矢
野
政
美
大
人
立
日
御
祈
念
11
時 

12
（
木
）
教
誨
御
用 

13
時
20
分 

14
（
土
）
上
棟
式
（
星
原
家
） 

17
（
火
）
●
甘
木
親
教
会 

報
徳
祭
11
時 

18
（
水
）
甘
木
親
教
会｢

同
釜
会｣

 

21
（
土
）
清
掃
御
用 

10
時 

22
（
日
）
●
加
治
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

28
（
土
）
清
掃
御
用 

10
時 

ご
霊
神
様
の
お
立
日 

 

三 

月 
 

 

川
畑
ツ
ネ 

之

霊

神

（
１
日
）
昭
和
44
年 

中
野
サ
子 

之

霊

神

（
１
日
）
平
成
13
年 

永
原
ス
ミ
子 

之

霊

神

（
１
日
）
平
成
20
年 

有
薗
ト
シ 

之

霊

神

（
２
日
）
平
成
26
年 

内
村
源
二 

之

霊

神

（
３
日
）
平
成
５
年 

野
口
益
三 

之

霊

神

（
５
日
）
平
成
26
年 

信
國
幾
雄 

之

霊

神

（
６
日
）
昭
和
42
年 

大
山
定
二 

之

霊

神

（
７
日
）
昭
和
61
年 

荒
木
美
至 

之

霊

神

（
７
日
）
平
成
18
年 

本
中
野
重
則 

之

霊

神

（
12
日
）
平
成
24
年 

矢
野
ク
ラ 

之

霊

神

（
13
日
）
昭
和
31
年 

松
田
モ
ト 

之

霊

神

（
15
日
）
昭
和
62
年 

信
國
徹
志 

之

霊

神

（
18
日
）
昭
和
52
年 

松
田
セ
イ 

之

霊

神

（
20
日
）
昭
和
18
年 

前
田
広
実 

之

霊

神

（
21
日
）
昭
和
36
年 

瀬
尾
田
鶴
子
之

霊

神
（
22
日
）
平
成
30
年 

吉
屋
茂
樹 

之

霊

神

（
25
日
）
平
成
４
年 

津
上
陸
奥 

之

霊

神

（
29
日
）
昭
和
53
年 

本
中
野
金
四
郎 

之

霊

神

（
30
日
）
昭
和
４
年 

市
来
キ
ヨ 

之

霊

神

（
31
日
）
令
和
２
年 

柳
園
ヨ
シ 

之

霊

神

 
 
 
 

平
成
25
年 

 

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お

働
き
あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、

霊
前
で
霊
祭
を
お
仕
え
し
、
玉
串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て

い
ま
す
。 
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「
改
ま
り
の
願
い
」(

加
治
木
教
会) 

  

自
己
中
心
の
信
心
か
ら 

 

親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
に
、 

 

親
神
様
を
使
う
信
心
か
ら 

 

親
神
様
に
お
喜
び
い
た
だ
き 

 
 

 

ご
安
心
い
た
だ
く
信
心
に
、 

 

お
か
げ
を
信
じ
る
信
心
か
ら 

 

親
神
様
・
ご
神
慮
を
信
じ
る
信
心
に
、 

 
 

 

改
ま
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
。 

 

 

   

 

感 

詠 

（教
会
長
）  

天
地
の
恵
み
に
礼
ぶ
こ
と
よ
り
も 

目
先
の
こ
と
を
願
い
が
ち
な
り 

 

立
日
な
り
寒
の
厳
し
い
日
で
あ
り
た 

こ
と
が
写
真
に
残
さ
れ
て
お
り 

 

寒
き
冬
こ
の
ま
ま
超
え
て
行
け
る
か
と 

思
う
こ
と
あ
る
歳
を
恵
ま
れ 

 

記
念
祭
実
行
委
員
会 開

か
れ
る 

 

二
月
七
日(

土)

夜
、
若
い
信
徒
が
集
ま
り
、

五
月
十
七
日(

日)

に
迎
え
奉
る
、
加
治
木
教

会
布
教
七
十
五
年
記
念
大
祭
の
準
備
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
記
念
祭
は
、
現
在
八
十
才

前
後
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
御
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
「
親
に
代

わ
っ
て
教
会
の
こ
と
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら

わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
」
と
い
う
こ

と
で
出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 布

教
七
十
五

年
記
念
大
祭
が
、

親
か
ら
子
へ
、
信

心
の
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
が
で
き
る

尊
い
節
と
な
り
、

神
様
・
霊
様
に
お

喜
び
い
た
だ
け

る
と
有
り
難
い

こ
と
で
す
。 

  

寒 

中 

一 

斉 

信 

行 
 

・ 
 

甘
木
親
教
会
初
代
立
日
御
祈
念 

 

加
治
木
教
会
で
は
、
二
月
二
十
六
日
か

ら
二
月
六
日
に
か
け
て
「
報
徳
祭
奉
迎
・

寒
中
一
斉
信
行
」
が
設
け
ら
れ
、
午
前
十

一
時
か
ら
、
御
祈
念
を
仕
え
、
御
本
部
の

信
行
期
間
の
教
話
や
、
昨
年
の
北
九
州
教

区
信
徒
大
会
で
の
教
話
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

二
月
四
日
の
、
甘
木
親
教
会
初
代
親
先

生
の
立
ち
日
に
は
、
少
し
多
め
の
参
拝
が

あ
り
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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三
月
二
十
日(

祝･

金)

午
前
十
時
半
よ
り 

春 
季 

霊 

祭  

奉
仕 

ご
祭
典
後
、
教
話 

※
霊
祭
申
込
用
紙
を
お
結
界
に
お
届
け
下
さ
い
。 

 三
月
十
四
日(

土)

13:00
・
十
五
日(

日)

10:00 
 

典

楽

講

習

会 
鹿
児
島 

教
会
に
て 

参
加
費
～

土
曜
の
み 

一
〇
〇
〇
円 

 
 

両
日
・
日
曜
の
み
一
八
〇
〇
円

 
 

 

※
箏･

篳
篥
・
龍
笛
・
笙
な
ど
に 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

三
月
二
十
八
日(

土)

～
二
十
九
日(

日) 

天
地
金
乃
神
様 

御
本
部
御
大
祭 

参
拝 

出
発
～
二
十
八
日 

午
前
八
時 
  

帰
着
～
二
十
九 

午
後
九
時
頃 

※
交
通
機
関
～
レ
ン
タ
カ
ー 

 

四
月
一
日(

水)
 

午
前
十
時
半
よ
り 

月
例
祭
に
併
せ
て 

勧 

学 

祭  

奉
仕 

健
康
な
成
長
と
学
業
成
就
の
、
御
礼
と 

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

※
参
拝
の
少
年
少
女
に
は
お
直
会
が
あ
り
ま
す
。 

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

３
月 

…
…
… 

１
（
日
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
火
）
甘
木
親
教
会
参
拝
日 

４(

水)

～
５(

木)
 

教
誨
師
会
研
修
会(

ご
本
部) 

（
リ
モ
ー
ト
参
加
） 

８
（
日
）
宅
霊
祭
（
竹
之
内
家
／
中
野
家
） 

９
（
月
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

10
（
火
）
●
月
例
祭
10
時
半 

13
（
金
）
矢
野
ク
ラ
刀
自
立
日 

御
祈
念

十

時 

14
（
土
）
～
15
（
日
）
典
楽
講
習
会

鹿
児
島

教 

会 

19
（
木
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

20 (

祝･

金)

●
春 

季 

霊 

祭  

10
時
半 

22
（
日
）
●
月
例
祭･

共
励
会
13
時
半 

28 (
土)

～
29(

日)
 

 

●
御
本
部
天
地
金
乃
神
御
大
祭 

参
拝 

31
（
火
）
清 
掃 

御 

用 

10
時 

 
  

四
月
十
一
日(

土)

～
十
二
日(

日)
 

甘
木
親
教
会 

青
年
の
つ
ど
い

集
合 

十
一
日 
十
七
時

解
散 

十
二
日 
十
二
時 

 

 

…
… 

４
月 

…
…
…
… 

１
（
水
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

 
 
 

併
せ
て 

勧 

学 

祭 

３
（
金
）
甘
木
親
教
会
参
拝
日 

10
時
半 

４
（
土
）
中
村
家
霊
祭 

〃 
 

記
念
祭
実
行
委
員
会 

19
時
半 

９
（
木
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

10
（
金
）
●

生
神
金
光

大

神

様

月 

例 

祭 

10
時
半 

11(

土)

～
12(

日)

甘
木
親
教
会 

青
年
の
集
い 

12
（
日
）
多
良
木
教
会
御
大
祭 

11
時 

15
（
水
）
連
合
会
執
行
部
会 

十
時
半
～ 

鹿
児
島
教
会 

 

引
き
続
き(

連)

青
少
年
育
成
企
画
会
議 

21
（
火
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

22
（
水
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

25
（
土
）
甘
木
親
教
会 

御
大
祭 

30
（
木
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

※
５
月
23
日(

日)

人
吉
教
会 

御
大
祭 

11
時 

 


